
 

 

 

 

（スタントマン実演による）交通安全教室 

9 月 27 日にスタントマン実演による交通安全教室を開くことが出来ました。押原中学校は 300

人を超える自転車通学者がいます。また、休日には徒歩通学者も自転車で部活動に来るので全校ほと

んどの生徒が自転車で登校します。今年は自転車安全利用推進校にもなり、生徒の意識を高めようと

いろいろな取り組みをしてきました。その結果もあらわれ、車との接触事故数が減ってきました。ま

た今年は交通安全ルール学習のために、スタントマン実演による交通安全教室をＪＡと警察のご協力

を得て実施することが出来ました。YouTube でも配信しますが生徒は交通事故の怖さをスタントマ

ンの実演から学ぶことが出来ました。 

 

交通安全標語 

また、1 学期の終わりに地区別生徒会を通じて地区の交通

危険個所について学び、夏休みの宿題で交通安全標語を考えて

もらいました。夏休み明けには、全校生徒に各クラスから選出

された標語の中から 3 つの標語を選んでもらいました。左の標

語が選ばれたものです。学園祭ではその標語を発表し、作者に

その意図を発表してもらいました。この標語は看板にして学校

近くの通学路に掲示します。交通安全の意識を高めるためにい

ろいろな角度から学校では取り組んでいます。また、地域の危

険個所についても改善していけるように町へお願いをしていき

ます。生徒のために安全なまちづくりを目指していきたいとこ

れからも取り組んでいきます。 
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・スタントマンの実演に背筋が凍りました。音と衝撃、自分が車にはねられたと思うと震えてしまいました。ま

た、ヘルメットの大事さがわかりました。 

・自分は今回の交通安全教室を受けて、自分自身も並列しながらの運転をしていました。しかし今回のこと

で実際それがどれだけ危ないことかわかりました。自分が事故を起こす前に学べてよかったなと思いました。 

・今回の交通安全教室では事故の危険を改めて知りました。いつも人通りが少ない道を登校しているので

すが改めて考えてみると危険な箇所がたくさんありました。事故を防ぐためにもまずは自分から自転車に乗

るときに安全運転をしようと心がけていきたいです。壁がある道では左右後ろを見てからしっかりわたってい

きたいです。（生徒感想） 


